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修士論文題目 大規模病院における看謹管理者の看護管理実践能力に関連する要園

目的　500床以上の大規模病院における，病棟を担当している看護管理者の看護管理実践能力に関連
する要因を明らかにすることである．

方法　500床以上の病院の病棟に勤務する看護師長を対象とした．調査内容は，年齢，性別などの基

本属性と、関連要因として、r仕事への意欲」「適切な看護ができるという自信」「看護職への適性」
測定尺度（菊池ら，1997），看護管理者の管理能力測定尺度（道廣ら，2006）を使用した調査票を作成

し、無記名で記入後，郵送法で回収した．分析方法は、記述統計量を算出し、看護管理者の管理能
力翻定尺度と下位項目の4園子を従属変数、基本属性と関連要因を独立変数として，各々ステップ

ワイズ法による重回帰分析をおこなった．
結果　719名の看護師長を対象とし回収率は57．7％，294名を分析対象とした（有効回答率70．8％）

基本属性は，年齢の平均値（標準偏差：SD）は，4乱7（±5．9）歳、看護師経験年数は25．9（±7．6）

年，看護師長経験年数は5．1（±4．8）年であった．昇任方法は指名制が75．5％であった。看護師長
としてのやりがい感については，6乱7％肯定的であった．86．7％にメンターが存在した。

「意欲」「自信」「適性」尺度の平均値は、「意欲」21．3（±乱5）点、「自信」16．6（±3．0）点、「適

性」1乱9（±3．3）点であった。管理能力測定尺度の合計得点は，平均値（SD）は62．0（±乱6）点
であった．重回帰分析の結果、看護管理実践能力には，年齢，結婚，看護師長経験年数、「看護師

長としてのやりがい感」「意欲」「自信」「適性」が有意に関連する要因であることを示していた．

下位項目では、「組織理念の実現」には看護師以外の資格，「看護管理業務」には自己評価、「看護
管理者としての基盤」には，メンターの存在が有意に関連する要因であることを示していた．

考察　基本属性の結果より、看護師として看護実践を積み重ねた後に，看護管理者としてのキャリア

をスタートさせ，昇任したことを自身のモチベーション向上や自己実現につなげることで，看護師
長としてのやりがいを感じている．メンターによる支援を受けながら看護師長として成長している

ことが示唆された．看護管理実践能力に関連している要因として，年齢，看護師長としてのやりが
い感，仕事への意欲や自信，看護職への適性が正の要因として抽出され，看護職の自律性の高さに

関連する要因とも一致している．これは，看護師として看護実践を積み重ねて知識や技術が向上し

た結果，自律性が高まり，看護師長に昇任後も仕事に対する意欲や自信を持って，高い看護管理実
践能力を発揮していることが考えられる．

今後、次世代の管理者候補を育成していくに事も看護職としての看護実践や自律性を育成するた

めの教育とともに，看護管理者になってからの看護管理教育ではなく，持っている看護管理の基礎

知識を看護実践の中で育成していけるよう，継続的，体系的な教育プログラムを構築していく必要
があるのではないかと考える．

結論　500床以上の大規模病院における病棟を担当している看護師長の看護管理実践能力に関連する

要因は1．看護管理実践能力には，年齢，結婚，看護師長経験年数，看護師長としてのやりがい感，

「仕事への意欲J r適切な看護ができているという自信」「看護職への適性」が関連する要因であ
る．乱看護管理実践能力の下位項目では，「組織の理念実現」には資格が，「看護管理業務」には

自己評価が，「管理者としての基盤」にはメンターがそれぞれ関連している要因である．

また、次世代の管理者候補を育成には，看護実践や自律性を育成するための教育とともに，看

持っている看護管理の基礎知識を看護実践の中で育成していけるような継続軋体系的な教育

プログラムを構築していく必要がある．
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